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平成２６年１０月２８日 

 

 

 座間市長  遠藤 三紀夫 殿 

 

 

座間市市民協働推進条例検討委員会 

委員長  小池 秀司 

 

 

市民協働の推進に係る条例の策定について（答申） 

 

 平成２５年７月４日付け座協発第１１号で諮問のありました、市民協働の推進に係る

条例について、別紙のとおり答申します。 
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座間市市民協働推進条例（案） 

答 申 書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

座間市市民協働推進条例検討委員会 
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答    申 

 

 

座間は、自然豊かなまちであり、市民の多様なまちづくりが展開される魅力あるまち

です。 

 この魅力あふれるまちをこれからも育み大切にしていくために、私たち市民一人ひと

りはまちづくりに積極的に関わることが求められます。まちづくりの主役である市民に

は、広い知識や豊かな経験を生かして、座間をもっと魅力的にし、座間の課題を解決し

ていく力があります。しかし、私たちが自分だけでできることには限りがあります。自

らが持つ思いや力を、まちづくりにもっと生かしていくにはどうしたらよいでしょうか。 

 その一つのこたえとして「協働」という考え方があります。助け合い、協力して働く

ことで、みんなが持つ思いや力を存分に発揮できるようになります。市民と市民が、そ

して市と市民が手を携えることで、創造性ゆたかでより住みよいまちづくりを進めてい

くことができます。 

 そのために、行政は様々な情報を広く市民にお知らせするなど、市民一人ひとりが意

欲的にまちづくりに関わり、互いに協力していく体制を整える必要があります。そして、

みんなが一つの目標に向かっていくためには、道しるべが必要です。 

こうした考えに基づいて、多くの市民と協働する機会を作り「協働によるまちづくり」

を積極的かつ継続的に推進し、より魅力あふれる座間としていくため、座間市における

協働の理念を表す「座間市市民協働推進条例（案）」をここに作り上げました。 

 

協働は新たな市民サービスではあるものの、将来的には市の発展に大きく寄与する、

きめ細かなサービスになる可能性を秘めているものです。協働の基本となる条例を定め

ることにより、座間市が魅力あふれるまちへと発展していくとともに、協働に携わるす

べての人が、我々の思いを継承していくことを期待します。 
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座間市市民協働推進条例（案） 

 

（目的） 

第１条 この条例は、座間市における協働の理念を明らかにするとともに、その施策に

おける基本原則を定めることにより協働を推進し、住みよいまちづくりに寄与するこ

とを目的とする。 

 

（定義） 

第２条 この条例において「協働」とは、まちづくりを進める上での共通の目標を実現

するために、市と市民等が対等の立場に立って、相互の信頼及び合意の下、役割及び

責任を担い合い、お互いの特性や能力を発揮し合いながら連携し、及び協力して、効

果的にまちづくりに取り組んでいくことをいう。 

２ この条例において「協働事業」とは、市及び市民等が取り組む協働のうち、第７条

各項に規定する協働事業の基本原則に基づいた事業をいう。 

３ この条例において「市民等」とは、次に掲げるものをいう。 

⑴ 市民 市内に在住し、在勤し、又は在学する等、日常生活で市と関わりのある者 

⑵ 市民活動団体 特定非営利活動法人、ボランティア団体等の営利を目的とせず、

不特定多数の利益の増進に寄与することを目的に活動している団体 

⑶ 地縁団体 自治会など一定の区域に居住している市民で構成され、地域の課題の

解決に向けて活動する団体 

⑷ 公益団体 公益財団法人、学校法人等の公益を目的に活動している団体 

⑸ 共益団体 協同組合等の構成員相互の利益の増進に寄与することを目的に活動し

ている団体 

⑹ 事業者 営利を目的に事業を営む個人及び法人 

 

（基本理念） 

第３条 市及び市民等は、協働に当たって、対等な立場でそれぞれの役割と責任を認識

し、活力ある地域社会の形成及び推進に努めるものとする。 

２ 市及び市民等は、協働に当たって、公開性や透明性に配慮し、相互に情報の共有に

努めるものとする。 

３ 市は、市民等と多様な協働が行われるよう、市民等の自主性を尊重し、公共的な観

点に配慮した公平かつ公正な行政を行うものとする。 

４ 市は、施策の実施に当たって、市民等との協働を推進するよう努めるものとする。 
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（市民等の役割） 

第４条 市民等は、前条に定める基本理念（以下「基本理念」という。）に基づき、その

自発性により協働によるまちづくりに参画することができる。 

２ 市民等は、協働における場において、他の市民等及び市の立場や発言を尊重するよ

う努めるものとする。 

 

（市の役割） 

第５条 市は、基本理念に基づき、市民等の多様な協働を推進する総合的な施策を実施

し、協働のための環境づくりを行うものとする。 

２ 市は、市民等との協働を促進するよう積極的な情報提供を行い、市民等の特性を生

かしたまちづくりが行われるよう配慮するものとする。 

３ 市は、基本理念に基づき、市民等との協働を推進させるため、市民等への必要な支

援に努めるものとする。 

 

（市の基本施策） 

第６条 市は、協働によるまちづくりを推進するため、次に掲げる施策に取り組むもの

とする。 

⑴ 協働を提案し実行する環境の整備 

⑵ 協働に関する情報の積極的な収集及び提供 

⑶ 市民等と交流する機会の拡大 

⑷ 市と市民等及び市民等相互の協働を促す中間的な機関への支援 

⑸ 前各号に掲げるもののほか、協働を推進するため必要な施策 

 

（協働事業の基本原則） 

第７条 市は、基本理念に基づき、協働事業を推進するものとする。 

２ 市民等は、協働事業を市へ提案することができる。 

３ 市及び市民等は、協働事業を行うに当たって協定を結ぶものとする。 

４ 協働事業において、市及び市民等は、対等かつ主体的に活動し、相互理解及び当該

事業の目的の共有に努めるものとする。 

５ 協働事業において、市と市民等は、当該事業における情報を積極的に公開し、透明

性の確保に努めるものとする。 

６ 協働事業において、市と市民等は、その成果等を検証するよう努めるものとする。 

 

（多様な協働） 

第８条 市は、基本理念に基づき、協働事業に限らず多様な協働が行われるよう努める
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ものとする。 

２ 市は、多様な協働が行われるために、協働に関する理解を深める研修等の機会を設

け、市職員及び市民等の協働に関する啓発に努めるものとする。 

 

（市民協働推進会議） 

第９条 この条例に基づく協働の推進に関する施策の改善その他の重要事項について、

市長の諮問に応じて、調査審議するため、座間市市民協働推進会議（以下「推進会議」

という。）を置く。 

２ 前項の推進会議は、協働の推進に係る事項について、市長に意見を述べることがで

きる。 

３ 推進会議は、委員１０人以内をもって組織する。 

４ 前各項に定めるもののほか、推進会議の組織及び運営に関し必要な事項は、規則で

定める。 

 

（委任） 

第１０条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

 

   附 則 

この条例は、平成○年○月○日から施行する。 

 

 

 

 


